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幼児期から側にいる大人が意識をして子どもに伝えることが、

小学校入学後の事故予防にもつながります。 

 

 

 

 
保健だより 

お散歩や外遊びなど、戸外で過ごす時間が増えました。季節の変化や身近

な自然をたっぷり楽しみつつ、事故やケガに注意して安全に過ごしていきた

いと思います。 

園児やご家族に風邪症状がある場合 

感染性胃腸炎やウイルス・細菌感染による風邪症状でお休み

されるお子さんが増えています。新型コロナウイルス感染症の

ワクチン接種もすすんでいますが、まだまだ油断はできないよ

うです。引き続き園児やご家族に発熱やのどの痛み、下痢など

風邪症状が出ている場合は登園を控えていただくようご協力

をお願いしています。 

登園してもいい？休んだほうがいい？など心配な時は、保育

園に遠慮なく連絡してください。 

 

子どもは大人より体温が上がりやすく、汗をたく

さんかきます。「のどがかわいた」とも言えないので、

油断せずにこまめに水分をとらせましょう。 

☆あせもができやすい場所☆ 

・頭～うなじ、首 

・背中や胸 

・腰～おしり 

・ひじの内側 

・ひざの裏、太ももの内側   

など 

☆あせもを予防しよう☆ 

・汗をかいたらすぐにふき取る 

・洗い流して肌を清潔に保つ 

・肌を保湿する 

交通安全 

暑さ対策＆スキンケア 

自分の体は大切～乳幼児期から性教育をはじめよう～ 

難しく考えずまずは「水着でかくれるところは大切な場所だよ」

と伝えていくことが大切です（性別に関係なく胸も大事な場所です） 


